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多頭飼育崩壊

日本獣医生命科学大学

野生動物学研究室

木原友子

日本法獣医学会
令和８年度 法獣医学研修会 本講義の内容

1. 多頭飼育崩壊

2. アニマルホーダー

3. 多頭飼育崩壊で認められる所見

4. 不適切飼養とネグレクトの違い

5. 獣医師の関わり
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多頭飼育崩壊

• 犬や猫などのペットが過剰に繁殖し、適切に飼育でき

なくなるほど増えてしまい、飼い主の生活が破綻する

こと

• 飼い主の飼養能力の上限となる頭数を上回り、複数の

動物を過密に飼育することによるネグレクト

• 頭数に定義はなく、２頭以上で起こり得る

• 被虐動物の数が多い

アニマルホーダー

•多頭飼育崩壊をもたらす要因の一つ

•動物を集めて管理することに強迫的な衝動をもつ

•人のメンタルヘルスに関連することが示唆される

•動物を対象とする溜め込み障害

•どんな人でもなり得る（経済状況、学歴に関係な

い）

アニマルホーダーの共通点

① 動物の過剰な獲得

② 動物へのネグレクト

③ 人へのネグレクト（家族、自分）

④ ネグレクトによる悪影響を認識できない

⑤ 動物を手放すことが困難、苦痛であり、手放

したがらない

⑥ 動物を没収されても、再び動物を獲得する

アニマルホーダーの類型

素人型 一般飼い主
動物を飼ったことがないため、
繁殖の知識がない

世話一杯
一杯型

一般飼い主
飼い主の健康状態、経済状態、
個人的な生活環境、人間関係の
変化が影響する

ブリー
ダー型

第１種動物
取扱業

営利目的

レス
キュー型

第２種動物
取扱業・保
護団体/個人

動物を救うことに執着し、動物
の世話ができないことを否定す
る

人格障害
型

その他
動物や他人に共感できない、生
じる問題を直視できない
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アニマルホーダーへの対応の困難さ

•飼い主のメンタルヘルスの問題が診断・治療さ
れていない

•アニマルホーダーを診断し治療する医師はほと
んどいない

•多頭飼育崩壊の再発率は100%と言われている

•助言・指導では改善しない可能性

•以前よりも隠れて動物を飼育することも

•完全な解決が困難な事例が多い

アニマルホーダーへの獣医師の介入

（行政獣医師ができること）

1. 多頭飼育崩壊の改善指導

⇒飼養環境の改善指導（ゴミ処理、糞尿処理、飼養環境が改善
するまで動物を一時収容する）

⇒適正な飼養管理が保てるまで、頭数を減らす、もしくは飼育
を諦めてもらう（所有権放棄・譲渡）

２．多頭飼育崩壊の再発防止

⇒不妊去勢等の増やさない飼い方の助言・指導

３．多頭飼育崩壊の早期発見

⇒定期的に訪問し、動物・飼養環境の状態をモニタリング

⇒多頭飼育崩壊の徴候が確認されたら、頭数が爆発的に増える
前に早期対応（関係機関との連携の維持） 8

多頭飼育崩壊の所見

多頭飼育崩壊の生体所見

•ネグレクト所見が確認される

•身体的虐待を受けていることもある

多頭飼育崩壊の死体所見

•生体と同様に、ネグレクトの所見が確認される

•身体的虐待を受けていることもある

•給餌されておらず、同居動物を共食いすること
もある

•死後変化が進行していることも多い

死体現象

•死直後から始まる体に起こる全ての物理的、化
学的、生物学的変化

•死体を取り巻く環境条件や死体そのものの条件
により複雑に影響される

◼死後経過時間の推定

•死体現象の発現状態、発見された周囲状況等を
総合的に判断する

•可能なかぎり多くの死体現象を正確に観察する

•ある程度幅をもたせて推定する
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死体現象

早期死体現象

•死直後から死後比較的早期に出現してくる変化

•死体の冷却、乾燥・角膜の混濁、血液就下・死
斑、死体硬直

晩期死体現象

•早期死体現象に続いて発現する現象

晩期死体現象

•死体が酵素化学的、微生物学的、化学的、物理

的に分解・崩壊されること

•自家融解と腐敗が主な過程

•最終的に白骨化する

① 自家融解

② 腐敗

③ 死体の損壊

④ 白骨化

自家融解

•細胞のもつ酵素により細胞構成成分が嫌気的に分
解される

•主にリソソーム内の加水分解酵素による

◼肉眼変化

•ヘモグロビンの染着（赤血球の溶血）

•ピンク歯：特に切歯（3週間）

•胆汁液の変色：緑茶黄（24時間）

→黄赤（2～3日間）→赤褐色（7日間～3週間）

•胆汁色素の染着

•胃壁の薄化・胃穿孔（ペプシンによる自己消化）

腐敗

•腐敗菌の作用により嫌気的に分解され、芳香族ア
ミンや硫化水素ガス等を生成して無機物の状態へ
と徐々に変化する過程

•細菌酵素による還元作用が主

•不完全分解のためメタンガス、硫化水素、アンモ
ニア、インドール、スカトール等を発生し、悪臭
を伴う

•肉眼変化：腐敗変色、腐敗ガス産生、水疱形成

腐敗

◼原因微生物

•初期：腸内細菌（大腸菌、腸球菌）

•末期：環境から侵入する細菌（枯草菌、馬鈴薯菌）

◼進行速度に影響する因子

•外的条件：温度、湿度、空気の流通が関係

•内的条件：失血を伴わない急死で促進

  栄養状態良好で速い

•硫化Hb、硫化メトHbの形成による

➢下腹部・体幹部の青緑変色（24～36時間）

•犬の腹部の緑色変色は顕著

•栄養不良の犬猫では不明瞭

•緑色変色は強くなる（～7日間）

腐敗変色
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• 硫化水素とインドールが死体特有の腐敗臭を放つ

• 臭気：軽度～中程度（48時間～7日間）

→強い（23日間まで）

• 腸管内→腹腔内→全身の皮下組織→実質臓器内の順に
ガス産生

• 皮下組織や筋肉内に発生すると皮下気腫を触知

• 眼球・舌の膨らみ、その他軟部組織（60～72時間）

• 膨満により皮膚に傷がつき、表皮がずれて毛髪が欠損

• 口鼻・肛門から赤褐色液が漏出

腐敗ガス産生 ガスによる
膨満

ガスによる膨満 ミイラ化

•乾燥しやすく、風通しの良い状況下で、水分が急
速に失われ、腐敗の進行が停止した状態のこと

•皮膚は褐色～暗褐色調で革皮様化

•体重は著減する

•動物でも数週間～数ヵ月程度で発生する

死蝋化

•水中や湿った土中で、空気の流通が悪い状態に
置かれ、脂肪が灰白色～黄褐色調で、軟らかい
チーズ様から石膏様に硬化する変化のこと

死後変化のステージと虫による蚕食

◼典型的な５段階（膨満を中心に考える）

新鮮期：膨隆し始めるまで（4～36日間）

膨隆期：膨隆開始～膨隆がおさまるまで（3～19日間）

腐朽期：膨隆の終わり～死体の乾燥まで（6～183日間）

筋肉の軟化、諸臓器の軟化～泥状化～軟部組織の消失、

骨の露出（白骨化は1/2以下）、ミイラ化（3日間～18ヶ月）

乾燥期：死食昆虫のない死体の乾燥（13～27日間）、

白骨化は1/2以上

残骨期：死体は被毛や骨のみとなる

←ハエを寄せ付ける臭いが発生
（ハエの入植）

←ハエの個体数増加

←蛆がマゴット
マスを形成

←甲虫類
の入植

←甲虫が乾燥した
組織を食べる
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腐朽期

（多量の蛆による蚕食）

乾燥期

カツオブシムシによる蚕食

残骨期
死後変化の進行した死体検査

•共食いされていたり、虫の蚕食を受けたり、欠
損部が多い

•ミイラ化・白骨化していて死因不詳

•解剖しても意味がない？

•死後経過時間を推定して、共食いの所見が確認
され、死体が放置される劣悪な環境であること
を証明する

不適切飼養とネグレクト
の違い

29

不適切飼養とネグレクトの違い

•ネグレクトは長期間に及ぶ変化

•不適切飼養から始まる

•不適切飼養の状態が悪化、進行した状態がネグ

レクト

•不適切飼養は、動物の状態が悪化する連続性の

変化

•ネグレクトは、長期間の不適切な飼養のために、

動物が衰弱、もしくは死亡する
30
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動物の虐待死

•虐待に起因する死亡のこと

ネグレクト

•１日で毛玉だらけやガリガリにならない

•ネグレクトによる急死はほとんどない

•少しずつ悪化、進行し、死に至る

•動物の苦痛は非常に大きい

•身体的虐待が加わり衰弱死を早めることもある

死亡（虐待死）

長期に及ぶ飲食制限
→削痩

短期間の複数回の飲食制限
→体重減少

一度の飲食制限
→空腹

不適切飼養とネグレクト

ネグレクト

不適切飼養

子ども虐待

高齢者虐待

家庭内暴力動物虐待

対人暴力 不適切飼養・ネグレクトへ
の獣医師の関わり

34

不適切飼養への獣医師の関わり

•虐待に悪化する恐れ

•改善する可能性がある

•早期発見、指導、支援

→特に、多頭飼育の事業者や動物保護団体の場合、
シェルターメディスンの知見に基づく動物の飼養
管理が必要

35

動物虐待への獣医師の関わり

•動物愛護管理法第44条違反＝犯罪

•動物福祉が著しく損なわれている

•探知・通報：捜査の開始

•診断・治療：動物の苦痛の除去（安楽死も含む）

•記録：証拠保存（治療・処置により証拠が失われ
る恐れ、治療前後の記録を残すことが重要）

36
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早期に探知するためには？
• １種でも、２種でも、一般飼い主であっても

【飼養管理方法の調査方法】

• 飼養環境・管理方法と動物の状態（動物福祉）を評価する

1. 飼養環境・動物の状態についての聞き取り（問診）

2. 動物状態の調査（動物の身体検査・診察）

3. 飼養環境の調査

⇒問診結果と検査結果が合致するか？ 

• 問診では嘘つくかもしれない（問診だけでは気づけない）

• 飼養環境は当日までに証拠隠滅できるかもしれない（飼養
環境だけみても気づけない）

• 動物の状態＝動物は嘘つけない！

⇒虐待かもしれない所見に注目することが重要 37

問診結果

「ケージに閉じ込めなんてしてませ

ん。毎日散歩させていますよ。

運動させてますよ。」

「この子は、運動が嫌いな子
なんです」

問診結果と検査結果が合致するか?

38

動物虐待罪の決定と獣医師の責務

•日本で捜査権を持つのは、警察・検察だけ

•犯罪か否かを決定するのは、検察・裁判所

⇒ 捜査し、犯罪かどうかを決定するのは獣医師で

はない！

•警察は動物の扱いに慣れていない、動物を診察で

きない

•検察・裁判所は動物に詳しくない方もいる

•動物を診れるのは獣医師だけ
39

虐待の判断に当たっての留意点

◼児童虐待では

保護者の意図の如何によらず、「子どもにとって」
その行為が「子どもの安心・安全」を阻害していな
いか？という子どもの視点で、虐待か否かを判断す
ることの重要性を説いている。

◼動物に置き換えるてみると

獣医師も、所有者の意図の如何によらず、動物に
とって、その行為や状況が、動物福祉を損なってい
ないかという視点で、虐待か否かを判断することが
重要ではないか？

子ども虐待対応の手引き（平成25年8月 改正版）厚生労働省

40

虐待対応の心得

我々が虐待の存在を全く考慮に入れないとき、

また、虐待の存在を疑いながら様々な理由をつ

けてその問題に対処しないこと、それは我々の

行うネグレクトである。

我々は常に加害者になりうるということを意識

しなければならない。

41

獣医師によるネグレクト

必要な立入り調査や指導をしなかった等、対応が不
十分

•飼い主・所有者に対して、適正な飼養管理を指導
できる立場にある獣医師が、ネグレクトに気が付
かず、ネグレクトを放置する

⇒経済的な問題があれば、代替案を提案する

⇒対応できないなら、対応可能な範囲まで、動物の
数を減らす

•対応できない頭数まで増やさない、増やすことを
許さない

42
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動物虐待の判断に迷ったら

日本法獣医学会

日本獣医生命科学大学野生動物学研究室 まで

ご相談ください！

日本獣医生命科学大学

野生動物学研究室 疫学班

連絡先：0422-31-4151（代）

平日：10:00～16:00

メールにて24時間365日受付
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